
霧
伽
経
に
於
け
る
自
畳
聖
智

の
境
界
に
就

い
て

齋

藤

詰

吉

剛

榜
伽
経
所
顯
の
要
旨
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
に
就

い
て
、此

の
経
の
註
繹
者
は
多
少
そ
の
見
解
を
異

に
す
る
。

(註
噌
)
或

は
五
法
、
三
自
性
、
入
識
、

二
無
我
を
以
て
本
経
の
綱
目
を
見
、
或
は
(註
二
)
第

一
義
心
を
以
て
宗
趣
こ
な

し
、
或
は
(註
三
)謹
(第
一
義
心
)'修
(當
浮
如
來
藏
及
藏
識
之
名
)
を
以
て
.
宗
旨
ご
見
て
ゐ
る
。
法
藏
の
如
き
は
、
「
入
榜
伽
心

玄
義
」
に
於
て
、
(註
四
)
「
通
じ
て
こ
の
経

の
宗
趣
を
辮
す

る
に
十
あ
り
」
こ
な
し
、

一
、無
宗
。

二
、
唯
妄
想
。
三
海
自

畳
聖
智
。

四
、
一
心

。
五
、
二
諦
。
六
、
三
無
等
義
。
七

、
四
門
法
義
。
入
、
五
門
相
封
義
。
九
、
立
破
無
磯
。

十
、顯
密

自
在
の
、
十
義
を
畢
げ
、

そ
れ
に
謝
し
て
各

々
説
繹
を
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
就

い
て
、
「
入
榜
伽
心
玄
義
集
要
砂
」
に

は
(註
五
)各
註
輝
者

の
本
経
の
要
旨

に
封
す

る
見
方
は
、
皆

一
邊
に
堕
す

る
ご
云
ひ
、

こ
れ
に
反
し
て
、
法
藏

の
十
門

の
義
は
、
最
も
そ
の
精
要
を
得

て
ゐ
る
も

の
ご
し
て
賞
讃
し
て
ゐ
る
。
然
し
、
各
註
繹
者

の
見
解
も
本
経
の
根
本
的

立
場
か
ら
す

る
ご
き
、
そ
の
意
味
内
容

に
於
て
、
誤
つ

て
ゐ
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
。

「
佛
語
心
論
」
や
「
榜
伽
経
論
疏
折
衷
」
が
、
本
経
全
膿
を
入
十
六

に
分
章
し
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
知
ら
れ
る
如
く
、

樗
伽
経
に
於
け
ろ
白
蝿
聖
智
の
境
界
に
就
い
て

(
嚇)
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樗
伽
経
に
於
け
ゐ
由
擁
聖
智
の
境
界
に
就
い
て

(
二
)

榜
伽
経

の
全
燈
思
想
内
容
は
多
方
面

に
亘

つ
て
ゐ
て
、
然
も
経
全
膿
ε
し
て
は
思
想
上

の
聯
絡
を
歓

き
、
断
片
的
に

一
の
思
想
を
纒
め
つ
、
書
か
れ
て
あ

る
の
で
あ

つ
て
、
恰
も
(註
六
)「
大
桑
綱
目
畳
帳
」
の
如
き
観
を
呈
し
て
ゐ
る
。
從

つ
て
、
榜
伽
経

の
要
旨
を

一
の
概
念
の
下
に
言
ひ
表
は
す

ニ
ビ
は
至
難
な
こ
ご
に
相
蓮
な
い
。

そ
れ
で
は
、
務
伽
経
は
軍

に
大
乗
的
思
想
の
雑
記
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
ら
う
か
o
若
し
軍

に
大
乗
的
思
想

の
綱
目

の
寄
せ
集

め
に
過
ぎ
な
い
ご
云
ふ
な
ら
ば
、

そ
れ
で
は

霧
伽
経
の

根
本
的
立
場
を

掻
無
す

る
こ
ご
に
な
る
で
あ
ら

う
。
榜
伽

経
の
全
思
想
内
容
が
そ
れ

に
依

つ
て
以
て
基
礎
附
け
ら
れ
、
そ
れ
に
依

つ
て
以

て
成
立
し
て
ゐ
る
所

の
根

本
的
立
場
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
今
此
の
根
本
的
立
場

を

「
自
畳
聖
智
の
境
界
」
(℃
暮
轟
盲

巷
暮
貫
0
6習
9
)
ご
云

ふ
名

に
求
め
る
こ
ご
が
由田
來

る
o

先

づ
此
の
根
本
的
立
場
を
十
懇
携
伽
、
七
慰
携
伽
の
序
品
に
就

て
見
る
に
、
帥
ち
、
佛
陀
は
根
伽
山

に
於
て
説
法

せ
ん
こ
す

る
に
當

つ
て
、
遙

か
に
榜
伽
大
城

を
観

じ
、「
昔
諸
の
如
來
慮
正
等
畳
は
皆

こ
の
城

に
於
て
、
薗
ら
得

る
所

の
聖
智

の
謹
法

(ω
<
巷
冨
蔓
似
琶
霞
砂q
a
鼠
く
9
)
を
説

き
給

へ
う
。

こ
れ
諸

の
外
道

の
邪
見
を
以
て
臆
度
し
、
叉
は
二
乗

の

修
行
す

る
境
界

に
あ
ら
す
。
我
も
亦
今
當

に
ラ
ヴ
ナ
ー
王

の
爲
め
に
此

の
法
を
開
示
す

べ
し
」
(註
七
)
ご
宣
言
し
、
更

に
ラ
ヴ
ナ
ー
王
及
び
そ
の
春
族
は
、
如
來
自
畳
智

の
境
界
を
切

に
聞
か
ん
こ
ご
を
願
ひ
て
、
最
勝
の
修

行
者
た
る
大

慧
を
し
て
、
佛
に
そ
の
自
内
謹

の
境
界
を
問

は
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。
又
此

の
こ
ご
は
四
憲
楊
伽
経

に
就

い
て
見
て

も
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
、

四
懇
拐
伽
の
」
切
佛
語
心
品
第

一
に
、
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が

　

え

　

我

名

爲
昌大

慧
一

　
　

っ

こ

仰

諮
昌奪

中

上
'。

　

　

観
昌察

一
切

衆

輔

こ
え

　

今

皆

恣
昌所

問
嚇

え

こ

癒
逢

於

大

乗
哺

健

間
解

之

士

　
　

こ

　

告

二諸

佛

子

一言

Q

　

こ

く

が

　

我

當
話爲
レ汝

説
昌

　

　

一分

以
昌百

入

㎜義
(
註
入
)

う

　

　

り

　

聞
彼

所
レ説

偶
噛

む

汝
等
講

佛
子　

薗

豊

之

境

界
繭

ご
説
か
れ
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
謹
明
さ
れ
よ
う
。

菩
提
達
磨
が
携
伽
経
を
以
て
暉
要
を
説
く
も
の
ご
し
て
、

二
祀
慧

可
に
附
與
し
た

ご
云
ふ
歴
史
上

の
出
來
事
の
重

要
性
を
、
榜
伽
経
が
自
畳
聖
智

の
境
界

の
如
實
な
る
顯
現

で
あ

る
ご
云

ふ
所

に
求

め
度

い
ご
思

ふ
。
(註
九
)

榜
伽
経

が
暉
宗

ご
密
接
な
る
關
係
を
持

つ
も
の
ご
し
て
、
常

に
経
中
の
我
は
某
夜
最
上
蜷
を
得

て
よ
り
乃
至
某
夜

般
浬
蘂
に
至
る
ま
で

一
字
を
説
か
す

(四
谷
四
九
九
)
ざ
か
、
又
愚
は
月
を
指
す
を
見

.
指
を
見
て
月
を
観
す
、
文
字

に

計
着
す
る
者
は
我

が
眞
實
を
見
す
(四
巻
五
二
〇
)、

ご
か
が
引
用

さ
れ
る
。
眞
實

の
法
は
丈
字
を
離

る
ε
は
経
中
屡
説

か
れ
る
所
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
自
畳
聖
智

の
境
界
か
ら
は
必
然

の
餅
結

で
あ
る
。

経
中

に
説
か
れ
て
あ
る
四
種
輝
の
最
上
に
位
す

る
如
來
灘

に
就
い
て
見

る
に
、
如
來
繹

(目
鉾
冨
槻
9
蜜

U
戸
訓
§
)
ε

は
(註
十
)
、
如
來
地

に
入
り
て
自
畳
聖
智

の
相

の
三
種
樂
住
を
行
じ
、
衆
生
不
思
議

の
こ
ご
を
成
弊
す
る
ご
云

ふ
の
で

あ

る
。
三
種
樂
ε
は
(註
+
一
)、
繹
定
樂
、
浬
磐
樂
、
菩
提
樂
な
り
ε
も
註
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
如
來
藤
ビ
は
、
此

の
脅

畳
聖
智

の
境
界
を
指
す
も
の
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

楊
伽
経
に
於
け
ろ
自
寛
聖
智
の
境
界
に
就
い
て

(
三
)
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樗
伽
経
に
於
け
る
自
覧
聖
智
の
境
界
に
就
い
て

(四
)

又
佛
心
宗
(註
十
二
)な

る
名
繕
め

構
輿

を
な
す

も
の
は
、
馬
祀
撹

一
が
「
榜
伽
経
は
佛
語
心
を
以
て
宗

ご
爲
す
」
ご
言

つ
た
の
に
あ
る
冠
云
ふ
が
、
そ
の
佛
語

35
ご
は
如
何
な

る
も
の
で
あ
ら
う
か
、
四
憲
榜
伽
が
各
品
悉
く
佛
語
心
品
の

名
を
以
て
押
し
蓮
し
て
ゐ
る
こ
ビ
は
注
意
す

べ
き
こ
ご
で
あ

る
が
、
佛
語
心
に
就

い
て
は
経
中
唯

一
箇
所

に
出
て
ゐ

る
。
帥
ち
、

・

世
奪
。
所
レ説
意
意
識
五
法
目
性
相
。

一
切
所
佛
菩
薩
所
レ行
。

自

心
見
等
所
縁
境
不
二和
合
一。

顯
晶示

一
切
説
成
二眞

實
義
一。

一
切
佛
語
心
。
(謎
+
三
)

今

こ
れ
を
七
懇
桝
伽
に
比
較
し

て
見

る
ご
、
七
窓
の
方
で
は

世
尊
。
唯
願
爲
レ我
説
二心
意
意
識

五
法
自
性
相
衆
妙
法
門
一。
此
是

一
切
諸
佛
菩
薩
。
入
二自
心
境
一離
筋

行
相
一。
辮
二

眞
實
羨

。
諸
佛
激
心
。
(註
+
四
)

と
云
ふ
の
で
あ

る
。

七
忽

の
入
二自
心
境
一は
、
唯
心
の
境
界
を
意
昧
す

る
も
の
ご
思
は
れ
る
が
、
四
巻

の
樹
心
見
等
所
縁
境
不
二和
合
嚇は

十
霧
榜
伽

に
も
遠

離

自
心
邪
見
境
界
和
合

故
(
五
二
三
頁
、
孤
の
買
数
に
凡
て
大
正
藏
経
+
六
巷
の
頁
数
潜
指
す
)
ご
あ
る
か
ら
、

一

慮
妄
想
心
を
指
す

も
の
ご
考

へ
ら
れ
る
Q
七
憲
の
方
は

「
唯

願
く
ば
、
我

が
爲

に
心
意
意
識

五
法
自
性
相
衆
妙
の
法

問
を
説
き
給

へ
。
此
れ
は
是
れ

一
切
諸
佛
菩
薩
の
自
心
の
境

に
入
り
て
所
行

の
相
を
離
れ
、
眞
實

に
幕

へ
る
の
諸
佛

教
心
な
り
」

ご
讃
む

べ
き
で
あ
り
、
又
四
憲
の
方
は
、
説
く
所

の

「
心
、
意
、
意
識
、
五
法
自
性
相
は
、

一
初
諸
佛
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菩
薩

の
行
す

る
所
、
自

心
見
等

の
所
縁

の
境
界
は
和
合
せ
す
、

一
切
の
説
の
眞
實
義
を
成
す
る
を
顯
示
す

一
切

の
佛

語
心
な
り
」

ε
解
す

べ
き
も
の
で
あ
る
ご
思

ふ
。
七
懇
で
は
、
此
是
は
衆
妙

の
法
問
帥
ち
心
、
意

.
意
識
、
五
法
自

性
相
を
指
示
し
、

一
切
諸
佛
か
ら
稻
眞
實
義
ま
で
は
諸
佛
教
心
を
補
飾
す

る
句

で
あ
り
、
諸
佛
心
は
此
是

の
述
語
で

あ
る
し
、

四
巻
の
方
で
も
心
、
意
、
意
識
、
五
法
自
性
相
が
主
語
ピ
な
り
、

一
切
諸
佛
心
で
は

H
切
佛
語
心
を
補
飾

し
、
佛
語
心
が
そ

の
客
語

ご
な
る
で
あ
ら
う
。
其
故
に

一
切
佛
語
心
ご
は
、
五
法
三
目
性
入
識
二
無
我
の
四
種
法
問

を
意
昧
す

る
こ
ご
に
な

る
ビ
思

ふ
。
粉
伽
経
で
説
く
こ
の
四
種
法
問
は
(註
十
五
)、
喩
伽
唯
識

の
所
謂
五
法
三
自
性
等

と
そ
の
名
目
は
同
じ
で
あ
る
け

れ
こ
も
、
そ

の
意
昧
内
容

に
於
て
全
く
異
り
、
榜
伽
経
の
四
種
法
門

は
、

一
如
來
藏

心
の
顯
現
で
あ
り
、
各

々
相
帥
相
入
し
、

開
合
無
磯

に
し
て
、

剛
切
の
佛
法
は
悉
く
そ
の
中

に
包
撰
さ
れ
る
。

こ
の

法
問
を
禮
認
す

る
時
、
帥
ち
自
畳
聖
智

の
境
界

に
入
る
こ
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
佛
語
心
ご
は

マ
法
界
で
あ
り
、
自

畳

の
境
界
を
指
す

の
で
あ

る
。

そ
の
自
豊

の
境
界
を
説
く
の
は
法
性
佛

(U
げ
程
目
9
鼠
び
二
&
鍔
)

で
あ
る
ビ
せ
ら
れ

る
。

一
説
に
は
(註
+
六
)、
樗
伽
経
は
明
に
漸
悟
説
を
唱

ふ
る
も
の
こ
し
て
、

そ
の
謹
ε
し

て
、
経
中

の
所
謂
四
漸
の

説
を
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
、
榜
伽
経
を
漸

悟
的
で
あ
る
と
決
め
る
こ
ご
は
出
來
な

い
。
何

ビ
な
れ
ば
、
経
で
は

四
漸
ご
共

に
四
頓
を
説
く
か
ら
で
あ
る
。
帥
ち
、
衆
生

の
自
心
現
流

(煩
悩

)
を
浮

め
る
の
で
、
漸
頓
の
二
方
面
あ
リ

ビ
し
て
、
果
實
漸
熟
。
陶
器
漸
成
Q
大
地
漸
生
。
習
藝
漸
熟
Q

の
四
漸

の
例
、
及
び
明
鏡
頓
現
。

日
月
頓
照
。
藏
識

頓
知
。
法
佛
頓
依
の
四
頓

の
例
を
塞
げ

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
後

の
頓

に
開
悟
す

行
を
説

明
す

る
中
に
於
て
馬
法
佛

樗
伽
維
に
於
け
ろ
自
資
聖
智
の
境
界
に
就
い
て

(
五
)
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携
伽
純
に
↑於
ゆり
ろ
膚
煽
…聖
岬智
皿の
境
黒
冴に
就

い
て

(
山ハ
)

(U
冨
毒

碧
ぎ
キ
量
冨
)
が
頓

に
報
佛

(蜜
學
碧
蜜
-び
鼠
α
冨
)
及
び

化
佛
く
蜜
§

謬
呂
5
象

冨
)
を
現
じ
て
照
躍
す
る
如

く

に
、
昌
謹

の
境
界
も
亦

こ
れ
ご
同
じ
く
、
頓

に
法
相
を
現
じ
て
光
照
し
、

】
切
有
無
の
悪
見
を
離
腕
せ
し
む
る
ぎ
説

く

の
で
あ

る
(註
+
七
)o

こ
の
頓
漸
の
思
想
は
人

々
の
機
根

に
依

つ
て
頓
ざ
漸
ざ
の
二
方
面

が
あ
る
ご
云

ふ
こ
ご
を
意

味
す

る
も
の
ビ
思
は
れ
る
。

榜
伽
纒
で
は
説
法
の
相
や
建
立
間
に
執
す

る
こ
域
を
随
勝

に
誠
め
て
ゐ
る
。
経
中
義
ご
語
と
は
峻
別
さ
れ
ヤ
義
は

一
切
言
説
相
を
離
れ
る
ビ
云

ひ
、
然

も
義

ビ
語
ど
は
不

「
不
異

の
腸
係
に
あ
る
も
の
ぜ
せ
ら

れ
(註
+
入
)、
義

の
語

に

由

つ
て
表
現

さ
れ
る
こ
置
は
恰
も
燈

の
色
を
照
す

が
如
く
で
あ
る
こ
し
、
言
語
の
燈
に
因

つ
て
言
語
を
離
れ
て
自
謹

の
境
界

に
入
る
ご
説
き
(謎
+
九
)、
又
宗
通
及

び
説
蓮
を
認

い
て
こ
れ
を
修
學
す

べ
し
ビ
云

ふ
の
で
あ

る
。
斯
く
の
如

く
自
蜷

の
境
界

に
入
る
に
は
、
如
何
に
そ
の
言
語
が
重
要
性
を
持

つ
か
を
現
は
し
て
ゐ

る
が
、
蓬

に
言

の
如
く
義
を

取
ら
ば
、
建
立
及
び
誹
誘

に
堕
す
と
説
く
あ
だ
り
、
充
分
娚
伽
繧
の
立
場
が
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
五
法
三
自
惟
等

の
法
問

に
於

て
す
ら
、
暮
し
そ

の
建
立
の
相

に
執
す
る
限

b
に
於
て
、
愚
妄
の
徒
域
し
て
退
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
経
中

所

々
に
心
・意
・
意
識
を
離
れ
よ
ご
か
、
叉
は
五
法
自
性
の
事
見
妄
想
を
離
脱
せ
よ
ε
説

い
て
、
凡
て
の
設
相
に
執
す

る
の
知
見
を
破

し
て
ゐ
る
。
「
五
法
三
牲
は
是
れ
建

立
門
、
若
し
堂
室
に

入
ら
ば
何
め

門
想
か

執
せ
ん
や
、
譜
修

業

の
人
は
、
稽
も
す
れ
ば

名
相

に
滞

る
、

故

に
佛
は
語
を
造
り
て

事
見
妄
想
ご
」

ビ
虎
關
師
錬
灘
師
は
羅
し
て
ゐ
る

ハ註
二
+
)。
叉
経
中
自
蝿
を
以

て
見
る
時
は

一
切

の
法
は
不
生
な
リ
ビ
説
く
が
(註
廿
一
×

逡
に
他

の
場
所
に
於
て
「
一
惚
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漆
不
生

ご
は
.
菩
薩
摩
詞
薩
是

の
宗
を
立
っ
べ
か
ら
す
」
ビ
云
つ
て
(
註
汁
ご
)、
そ
の
説
相

に
着
す

る
を
破
し
、
又
我

が
立

つ
る
所
の
三
乗
は
愚
夫
少
智

の
露

め
に
し
て
、
第

一
義
門

に
於
て
何
ぞ
三
乗
を
建
立
せ
ん
や
(四
巻
四
八
七
頁
)
乙
説

き
、
又
経
中

N
癒
五
性

の
各
別
の
義

を
説

い
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
衆
生
を
し
て
無
所
有
地
に
入
ら
せ
し
め
ん
が
爲

め

で
あ
る
蜜
云
ひ
俺
(四
管
四
入
七
頁
)叉
纒
中
盛
ん
に
所

々
に
菩
薩

の
諸
地
次
等
相
績

を
説

い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
途

に

『ぞ

れ
は
外
滋

の
邪
見

に
瞳

せ
ざ
ら
し
め
ん
が
爲
め
で
あ
つ
て
.●第

一
義

に
於
て
は
次
第
相
綾

臓
な
し
朔,(四
巻
五
〇
九
頁
)

ご
説
き
、
経
中

浬
繋
を
説

き
溶
贅
聖
智

を
説

い
て
ゐ
る
が
、
叉
他

の
場
所

に
於
て

「
一
切
は
浬
繋
な
し
、
鯉
繋

の
佛

あ

る
こ
ビ
も
な
し
、
豊
と
所
畳

ご
を
遠
離
す
」
ハ四
巷
四
入
0
頁
)
ピ
説
く
あ
た

り
、
榜
伽
経

の
面
月
躍
如
沈
る
も
の
が
窺

は
れ

る
の
で
あ

る
。

鰐
伽
経
が
随
漸

に
五
法
三
窟
性
を
説

き
、
或
は
八
識
叉
は
如
來
藏

の
思
想
を
説
き
、
叉
は
菩
薩
の
十
地
及
び
三
界

諸
絵
唾
心
所
現
、
域
鳳
塞
無
相

の
思
想
を
説
く
が
如
き
、
華
嚴
経
、
般
若
維
、
勝
量
経
、
如
來
藏
経
等
を
豫
想
し
、

叉
喩
伽
唯
識

の
思
想
を
多
分

に
加
味
し
て
ゐ
る
等
城
、
携
伽
経
の
成
立
ご
云
ふ
上
か
ち
、
叉
は

大
乗
佛
敷
思
想
史
上

か
ら
蒔
に
注
意
す

べ
き
事
柄
で
は
あ
ら
う
が
、
然

し
鰐
伽
経

の
勝
殊
性
は
飽
く
ま
で
も
薗
内
謹
の
境
界
を
端
蘭

に
顯

現
し
て
ゐ
る
所
に
あ

る
。
そ
れ
故

に
桝
伽
経
中

忙
盛
ら
れ
て
ゐ
る
様

々
な
大
乗
蘭
思
想
は
、
そ
の
自
畳
聖
智

の
境
堺

の
立
場
に
即
し
て
説
か
れ
、
そ
の
境
界

(頓
碧
鴛
巴

の
風
光
を
表
示
す

る
爲

め
に
、
そ
れ
ら
の

大
乗
的
思
想
を
借
り
用

ひ
た
も
の
に
過
ぎ
む
い
ご
信
す
る
。

稗
伽
経
に
於
け
る
貞
擁
簗
智
の
境
界
に
蕊
い
て

(七
)
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樗
伽
経
に
於
け
ろ
自
資
聖
智
の
境
界
に
就
い
て

(入
)

携
伽
経

に
於
て
随
所

に
言
説

の
妄
想
を
離
脱

せ
よ

ご
云
ひ
、
我
は
諸
佛
及
び
諸
菩
薩

ご

一
字
を
説
か
す

一
字
を
答

へ
す
(七
巷
六
一
五
頁
)
ビ
説
き
、
又
大
慧
が
佛
に
、
不
説
是
佛
説
ご
は
如
何
な
る
意
味
で
あ
る
か
の
問

に
樹
し
て
、
そ
れ

は
自
謹
法
(津
舞
旨
汁ヨ
9自

霞
B
9
β
)
ご
本
住
法

(℃
9
霞
窪
霧
窪
置
爵
霞
筥
9什9
)
こ
の

二
法
に
因

つ
て
で
あ

る
ご
答

へ
、
そ

の
理
由
を
説
き
、
自
謹
法

ご
は
、
諸
佛
も
吾
も
同
じ
く
謹
す

る
所

に
し
て
、
言
説
の
相
を
離
れ
名
字
の
相
を
離
れ
、

分
別
の
相
を
離
れ
て
ゐ
る
。
本
住
法
ご
は
、
佛
の
出
世
不
出
世

に
係

は
ら
す
法
住
法
位
法
界
法
性
皆
悉
く
常
住
(七
巷

六
〇
入
頁
)

な
り
ご
答

へ
て
ゐ
る
。
更
に
樗
伽
経

で
は
、
佛

の
世
界
に
は
言
説
な
し
、
言
説

は
是

れ
作
相
の
み
ご
云
ひ

(註
廿
三
)、
佛
法
を
顯
揚
す

る
に
は
或

は
揚
眉
、
或
は
動
晴
、
或
は
笑
、
或
は
馨
咳

.
或
は
動
揺
に
依
る
の
で
あ
る
ご

云
ひ
、

謄
親
を
以
て
、

諸

の
菩
薩
を
し

て
無
生
法
忍
及
び
特
勝
三
昧
を
獲
得
せ
し
む
る
ビ
説

い
て
ゐ

る
。

是
に
於

て
、
携
伽
経
は
そ
の
面
目
の
最
高
峰

に
達
し
て
ゐ
る
。
「
集
註
」
等
は

こ
れ

に
封
し
て
、
「
こ
れ
佛
組
所
傳

の
密
旨
な

り
」
ご
註
し
て
ゐ
る
が
(註
廿
四
)、
こ
れ
は
恰
も
繹
宗

に
於
て
人

々
を
接
化
す

る
に
は
或
は
拮
槌
、
或
は
竪
彿
、
或
は

揚
目
瞬
目
を
以
て
す

る
の
で
同

一
轍
で
は
な

い
が
(註
廿
五
)、
以
上
を
以
て
見
て
、

こ
の
経
を
心
印
こ
し
て
菩
提
達
磨

が
慧
可
に
附
與
し
た
ご
云
ふ
事
の
意
義
深
き
を
偲
は
ざ

る
を
得
な

い
。

二

自
畳
聖
智
の
境
界
は
、
唯
眞
實

の
修
行
者

に
顯
示
さ
れ
る
も
の
で
あ

つ
て
、
聾
聞
縁
畳

及
び
外
蓮

の
與

り
知

り
得

る
境
界
で
は
な
い
ご
せ
ら
れ

る
。
娚
伽
経

が
宗
逓
及
び
説
通
を

説
く

こ
ご
は

有
名
で
あ

る
が
、
宗
通
ご
は

如
實
法
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(ω
一餌
島
ず
91
5
けP昌
騨
矯
9
)
で
あ
り
(註
廿
六
)、
ま

さ
し
く

自
畳
聖
智
所
行
の
境
界
で
あ
)
、

こ
れ
に
反
し
て
、
説
通

ε
は
言
説

法

(U
o
鋸
鼠
饗
§
)
で
あ
つ
て
種

々
な
る
方
便
漱
を
指
す

の
で
あ
る
。
然

し
て
如
實
法
は
修
行
者
の
爲

に
、
言
説
法
は

凡
夫

の
爲

め
に
説
か
れ
る
。
そ
れ
で
は
修
行
者
ε
は
如
何
な
る
も
の
を
意
味
す

る
で
あ
ら
う
か
。

・大
禮
楊
伽
経

で
は
、
聲
聞
縁
畳

の
二
乗
及
び
外
道

の
徒
は
唯
心
所
現
を
畳
せ
ざ
る
も
の
ど
せ
ら
れ
る
。
佛
説
ビ
外

遣
哲
學
ε
の
根
本
的
相
蓮
は
、
佛
陀
は
縁
起
・諦

・解
脱
を
以

て
圭

ご
な
す
(
註
廿
七
)
に
甥
し
て
、
外
蟷
哲
學

で
は
、
勝

(津
9α
げ
倒昌
帥
)
自
在

(辱
ρ
冨
)
時
(囚
繕
q
)
微
塵

(b
聲

)
作
者
(囚
霞
ε

等
の
實
膿
を

立
て
る
に
あ
る
ε
云
ひ
、
経
中
盛
ん

に
諸
法
唯
心
の
理
を
説

い
て
外
遣
學
説
の
迷
妄
を
破
し
て
ゐ
る
。
「
入
榜
伽
心
玄
義

」
で
は
(註
廿
八
)所
詮
宗
趣
門
第
九

立
破
無
擬
門

に
於
て
、榜
伽
経

は
萬
法
唯
心
を
立
て

・
以
て
邪
見
外
滋
、
法
執

二
乗
、
謬
解
菩
薩
の
三
病
を
治
す

る
ご

論
じ
て
ゐ
る
如
く
、
そ
れ
に
依

つ
て
能
取
所
取

の
二
元
論
的
實
在
観
は
破

せ
ら
れ
、
從

つ
て
自
畳
聖
智

の
境
界
は
明

ら
か
に
せ
ら
れ
る
o
眞
實

の
修

行
者
は
、
如
實

に

諸
法
唯

心
な
る

所
以
を

實
践
す

る
菩
薩
を

意
味
す

る
の
で
あ

つ

て
、
佛

に
於
け
る
唯

心
を
見
る
こ
ご
に
依

つ
て
自
畳
の
境
界

に
達
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
樗
伽
経
に
四
種
の
修
行

法
が
説
か
れ
て
ゐ
る
。
四
種
法
ご
は

一
、
自
心
所
現
を
観
察
す

る
こ
ε
、

二
、善
く
生
住
滅

の
見
を
遠
離
す

る
こ
ビ
、

三
、
善
く
外
法
無
性
を
知

る
こ
ご
、
四
、
專
ら
自
謹
聖
智
を
求
め
る
こ
ご
(七
巻
五
九
九
頁
)
で
あ
り
、
こ
の
四
種
法
を
成

就
す

る
者
を
大
禮
修
業
者
ε
名
づ
け
ら
れ
る
。

こ
の
四
種
修
行
法

の
實
践
的
原
理
は
、

一
の
自
心
所
現
を
観
察
す

る

こ
ご
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
こ
な
れ
ば
、
第

一
を
騰
認
す

る
こ
ご
に
依

っ
て
、即
ち
三
界
唯
是
欝
心
(
三
界
唯
是

樗
伽
経
に
於
け
る
商
蝿
聖
智
の
境
界
に
就
い
て

(九
)
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糧
伽
経
仁
於
"
お
宿
蝿
聖
智
の
境
界
に
就
い
て

(
一
〇
)

心
作
、
十
懇
、
五
三
〇
頁
)
を
盤
得
す

る
こ
ご
に
依

つ
て
、
籐

の
三
法
は
必
然
的
に
實
蔑
さ
れ
る
か
ら

で
あ

る
。

っ
ま

り
、

こ
の
四
種
修
行
法
は
菩
薩
行
で
あ

る
、
携
伽
縷
に
於

て
(謎
骨
九
)六
披
羅
密
(出
世
聞
上

々
波
羅
密
)
を
説
く
が
、

携

伽
経
の
六
度
は
特
殊
の
意
味
内
容
を
持

つ
。
帥
ち
六
波
羅
密
ぎ

は
、
自

心
の
二
法

(能
取

所
取
)
は
唯

こ
れ
鎗
別
所

現
定
畳
し
、妄
想
執
着
を
離
れ
、
一
切
衆
生
を
利
盆

せ
ん
ご
欲

せ
ん
が
爲
め
に
、
常
に
檀
波
羅
密
を
行
じ
、
諸
境
界

に

於
て
舜
別
を
超
さ
ざ
れ
ば
則
ち
戸
波
羅
…密
を
修
し
、
分
別
を
起
さ
ざ
る
の
時

に
於
て
能
取
所
取

の
境
界
は
實

に
非
す

ε
認
知
す

る
。

こ
れ
を
鴎
提
波
羅
密
を
行
す

る
ビ
名
附
け
、
初
、
中
馬
後
夜
常

に
精
進
し
て
如
實
法
に
随
順
し
て
扮

別
を
離
れ

る
。

こ
れ
を
毘
梨
耶
波
羅
密

ご
名
付
け
、
分
別
心
を
離
れ
外
遣

の
浬
繋
の
見
に
堕

せ
ざ
る
を
繹
波
羅
密

ざ

云
ひ
、
券
別
を
離
れ
身
心
股
落
(庶依
畠
側
管
ハ修
行
一輻
レ・男
、
十
巻
五
六
〇
頁
)
し
て
聖
智
内
謹

の
境
界
を
獲
得
す
る
の
で
あ

る
。

こ
れ
に
依

つ
て
見
れ
ば
、
携
伽
経
に
於
け

る
修

賀
者

の
實
践
蘭
原
理
は
、
師
ち
自
畳
聖
智

の
境
界
に
至
ら
ん
ご
す

る
者

の
實
践

の
原
理
は
、
「
唯
心
」
を
見
よ
ビ
云
ふ
こ
ご
に
あ

る
ε
思

ふ
。
分
別
の
あ
る
の
は
唯
心
を
見
な

い
か
ら
で

あ
る
。
経
で
は
他
の
場
所
に
於
て
、
「
妄
想
不
レ轄
是
人
見
二膚
心
一」
(四
谷
五
〇
四
頁
)ビ
説
き
、
叉
「
建
立
誹
誘
皆
是
凡
愚
不
レ

了
昌唯
心
一而
生
三分
別
一非
昌諸
聖
者
票

七
巻
五
九
入
頁
)
こ
も
説

い
て
ゐ
る
〇

三

そ
れ
で
は
樫
伽
纒
に
現
は
れ
て
ゐ
る
唯

心
思
想
は
如
何
よ
う
で
あ
ら
う
か
。
但
し
四
藩
榜
伽
で
臆
、
七

憲
携
伽
が

唯
心
所
現
若
し
く
は
畢

に
樹

心
叉
は
唯
心
ざ
鐸

さ
れ
て
ゐ
る
場
合
多
く
、
自

心
現
量

ご
云
ふ
語
で
説

か
れ
て
ゐ
る
o
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尤

も
四
憲
の
方
で
も
唯
心
ご
云
ふ
謬
語
は
あ
る
。
例

へ
ば
、
唯

心
蒋
蓬

ε
か
三
界
唯
心
分
齋

ご
云

ふ
の
が
あ

る
。
十

窓
樗
伽
で
誠
、
浬
繋
及
び
法
界
、
眞
如
、
塞
、
實
際
を
唯
心
ご
説
く

ε
云
ひ
(五
四
三
頁
)、

四
憲
や
七

憲
で
は
、

こ
の

場
合
唯

心
を
心
量
ご
云
ひ
換

へ
て
、

心
量

ε
は
・如
麿
(四
巷
榜
伽
で
に
眞
如
存
如
叉
に
如
々
建
課
す
)
浬
繋
、
法
界
を
摺
す

の
で

あ

る
冠
説

き
(四
巻
五
〇
〇
頁
)、
又
無
心
之
心
量
を
我
は
説

い
て
心
量

ε
な
す

ビ
云
ひ
、
叉

硝
切
所
見
を
離
れ
、
得
も
無

ζ
亦

生
も
無
し
、
我
説
い
て
心
量

こ
な
す

と
説
き
、
更

に
量
を
説
朋
し
、
量

ご
は
樹
性
の
慮
、
性

は
究
寛
妙
浮
な
り
、

我
説

い
て
名

づ
け
て
量

ご
な
す
(同
上
)
ビ
云
ひ
、
叉
他

の
場
所
に
於
て
心
量

は
説
く

べ
か
ら
す
殉

二
心
を
槻
察

せ
す

置

云
つ
て
ゐ
る
、
(樹
心
現
量
。
本
來
無
相
。
故
於
ユ現
相
一。
不
レ見
工有
無

ご
種
之
心
一佛
語
心
論
)
。

叉

一
方
で
獄
妄
想
習
氣

縛
む
、
種

脅
の
心
生
す

る
あ
り
、
境
界
外

仁
於
て
現
は
る
、
是
働
裕
の
心
量
な
り
(同
上
)
ε
云
ひ
、
或
は
脅
妄
想
心
量

(四
巻
五
〇
〇
頁
)ビ
も
説

い
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
依

つ
て
見
る
ご
、
心
量
に
は
佛

に
於
け
る
心
量
ご
澄
俗

の
心
量

ど
の
こ
種

が
あ
る
こ
婁
が
解

る
。
七
憲
の
偶
頚
品
に
至
る
ビ
、
明
ら
か
に
唯

心
を
定
義
し
て
、
佛

に
も
非
す
、
眞
諦

に
も
非
す

生

に
も
非
す
、
亦
滅

に
も
非
す
.
亦
十

ご
支
も
無
し
、

一
切
の
見
皆
断
す
、
我
は
是
を
唯

心
ざ
説
く
(六
ご
九
頁
)
ε
、

又
同
じ
く
偶
頗
品

に
、
不
生

に
し
て
生
を
現
じ
.
不
滅

に
し
て
滅
を
現
じ
,
普
く
諸
僥
刹

に
於
て
、
頓

に
現
す
る
こ

ご
水
中

の
月

の
如
し
、

一
身
を
多
身

ざ
な
し
為
機

に
随

つ
て
心
中
に
現
す
、
是
故

に
惟
心
を
説
く
(六
三
一
)
ビ
説

い
て

ゐ
る
。
前

者
は
唯
心
の
騰
を
意
味
し
、
後
者
ば
そ
の
相

ε
用
を
意
昧
す
る
も
の
ご
思
ふ
。
唯
心
無
相
の
思
想
は
起
信

論

に
於
て
も
見
ら
れ
る
。
心
は
心
を
見
す
、
相
ご
し
て
見

る
べ
き
な
し

ざ
云
ふ
の
が
あ
る
。
慧
遠
は
(註
三
+
)起
循
論

甥
枷
輕
に
於
諺
必
薗
蝿
轄
麹
の
境
界
に
就
い
て

(
哨
圃)

、
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栃
伽
経
に
於
け
ろ
自
蝿
聖
智
の
境
界
に
就
い
て

(
=
一)

義
疏

に
於
て
、

こ
の
文

に
心
は
心
を
見
す
ご
言

ふ
は
、
眞

に
就

い
て
眞

を
論
す
る
な
り
、
分
別
有
る
こ
ご
無
し
、
能

所
無
き
の
故

に
、
相
こ
し
て
得

る

べ
き
無

き
の
故

に
、

心
を
見
ざ

る
ご
名
付
く

る
な
り
ε
騨
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
ご

全
く
同
じ
思
想
が
七
巷
の
掲
頚

品
に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
。
,
帥
ち
刀
の
自
ら
割
か
ざ

る
が
如
く
、
指
の
自
ら
鰯
れ
ざ
る

が
如
く
、
而
し
て
心
は
自
ら
見
す
、
そ

の
事
亦
是
の
如
し
(
六
三
四
)
ご
。

四
懇
携
伽
で
は
或
場
所

に
於
て
は
、
微
心
ご

云

ふ
言
葉

が
現
は
れ
て
ゐ
る
、
即
ち
諸
因
縁
を
遠
離

し
、
亦

M
切
事
を
離

る
、
唯
微
心
あ
り
て
住
す
、

想
も
所
想
も

倶
に
離

る
(五
〇
七
)
ご
か
、
或

は
三
界
微
心
な
ご
云
ふ
言
葉
も
現
は
れ
て
ゐ
る
○

樹
伽
経

に
於
け
る
唯
心
及

び
心
量

は
亦
如
來
藏
を
意
味
す

る
。
大
慧

が
佛

に
、
世
奪

の
説
く
所
の
如
來
藏

の
義
は

(註
冊
一
)外
道

の
神
我

に
同
じ
き
に
あ
ら
す
や
ご
云
ふ
問

に
封
し
て
、
我

の
説
く
如
來
藏

は
紳
我

ご
全
然
そ
の
本
質
を

異

に
し
、
我
所
説
の
如
來
藏

ご
は
、
室
・實
際
・
浬
盤

・無
相

・無
願
又
は
法
性
法
身
を
云
ふ
の
で
あ
る
ご
答

へ
、
寂
静

無
加
を
如
來
藏

ご
説
く
ビ
云
ひ
、
無
我
如
來
藏

を
知

る
べ
し

ご
説
く
の
で
あ
る
。
如
來
藏
ご
浬
薬
と
は
同
じ
も
の
で

あ
る
こ
ご
は
右

に
依

つ
て
知
ら
れ

る
が
、
又
他
の
場
所

に
於
て
、
浬
薬

ご
は
聖
智
自
畳
の
境
界
な
り
(四
巷
四
九
二
頁
)
ご

云
ひ
、
七
蓉
携
伽

の
序
品
に
は
、
寂
滅

ご
は

一
縁
(十
巷
樗
伽
で
に
一
心
定
羅
さ
ろ
)
で
あ
り
、
一
縁

ご
は
最
勝
三
昧
に
し
て
、

こ
れ
よ
り
能
く
自
讃
聖
智
を
生
じ
、
如
來
藏

を
以

て
境
界
ご
な
す
(
五
九
〇
)
ご
説

い
て
ゐ
る
○
是

れ
に
依

つ
て
見
て
も

知
ら
れ
る
如
く
に
、
如
來
藏

や
唯

心
や
心
量
等

は
自
畳
聖
智

の
境

界
に
名
附
け
た
も
の
ご
見
て
よ
か
ら
う
。
世
親
は

(註
滑
ご
)佛
性
論
に
於
て
・如
來
藏
を
説
明
す
る
中

、=

切
諸
法
は
如
來

の
自
性
を
出
で
す
、
無
我
を
相
ご
爲
す
、
故

に
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一
切
諸
法
を
説

い
て
如
來
藏
と
爲
す
L

ご
論
じ
、
又
如
來
藏
ご
同
義
語
で
あ

る
佛
性
が
、
浬
薬
経

に
於
て
佛
性
ご
は

(註
世
二
)首
携
伽
嚴
三
昧
な
り
ご
説
か
れ
、
又
第

一
義
塞
等

ε
も
云
は
れ
滑
四
、
更

に
眞
如

に
就

い
て
見
て
も
起
信
論
に

(註
骨
五
)
、「
眞
如

の
膿
は
遣

る

べ
き
あ
る
こ
ご
な
し
、

一
切
法
悉
く
皆
眞
な
る
を
以
て
の
故

に
、
亦
立

つ
べ
き
な
し
、

一
切
法
皆
如
に
同
じ
き
を
以
て
の
故

に
、
當
に
知

る
べ
し

一
切
法
は
説
く

べ
か
ら
す

、
念
す

べ
か
ち
ざ
る
の
故

に
、

名

づ
け
て
眞
如
ご
爲
す

ご
論
じ
て
ゐ
る
が
如
き
、
そ
れ
ら
の
名
薦
は
携
伽
経
か
ら
云

へ
ば
悉
く
自
畳
聖
智

の
境
界

に

名

づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
決
し
て

一
の
實
禮

(現
象

に
封
す

る
)
ε
云
ふ
如
き
意
昧

は
毫
も
含
ま
れ
て
ゐ
な

い

の
で
あ
る
。
叉
西
洋
哲
學

で
云

ふ
規
範
意
識
ε
云
ふ
如
き
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
見
聞
畳
知
す
る
鑑
知

ご
云
ふ
も
の

で
も
な
い
.
然
し
叉
断
塞
で
は
な

い
。
榜
伽
経
に
、
如
來
ご
は
現
前
境
界
猶
掌
中
に
阿
摩
勒
果
を
覗

る
が
如
し

(
四
巻

五
一
〇
頁
)
ご
説
く
が
如
く
に
、
身
心
を
塞
し
て
色
を
見
取
し
、
身
心
を
墨
し
て

聲
を
聴
取
す

る
時
眞

に
寂
滅

は
實
在

す

る
の
で
あ
る
。

四

携
伽
に
於
け

る
唯

心
や
・如
來
藏
…が
斯
く
の
・如
き
も
の
で
あ
る
ご
せ
ば
、
携
伽
経

に
云
ふ
諸
法
は
唯

心
の
所
現
で
あ

る
ビ
か
、
叉
自
身
現
量

ご
云
ふ
如

き
も
の
は
、
如
何
な
る
こ
ピ
を
意
味
す

る
の
で
あ
ら
う
か
。
榜
伽
経
で
云
ふ
三
界

唯

心
(]犀
凶び
ぴ
親
くO

O
一け叶O
bP91戸H9
)
な
る
思
想
は
、
決
し
て
唯
識
説

の
(註
量
ハ)
三
界
唯
識

ご
云

ふ
こ
ご
に
も
.
亦
西
洋
哲

學

の
唯

心
論
的

に
も
、
或
は
殺
相
學
の
所
謂
本
膿

ご
現
象

こ
の
關
係

ε
云

ふ
如
き
意
味

に
も
解
さ
れ
て
は
な
ら
な

い

穆
伽
経
に
於
け
る
官
箆
聖
智
の
境
界
に
遡
い
て

.

(
=
二
)
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樗
伽
経
に
於
け
る
白
蝿
聖
智
の
境
界
に
就
い
て

(
一
騰
)

ε
思
ふ
。
諸
法
の
唯

心
所
現
な

る
思
想
は
、
諸
法
ご
唯

心
ご
の
二
あ
る
の
で
は
な

い
。
叉
は
現
象

ご
し
て
の
諸
法
を

事
實
蘭

に
展
開
す

る
ご
云

ふ
如
き
意
味
で
は
な

い
。
あ
る
も
の
は
唯

一
で
あ
る
、
そ
の

一
な
る
も
の
が
種

々
な
る
縁

に
随

つ
て
、
或
時

は
翼
な

る

一
切
を
現
じ
、
或
時
は
妄

な
る

一
切
を
現
す
る
の
で
あ
る
、

一
方
を
誰
す
れ
ば

一
方

は

暗

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
か

、
る
關
係
を
榜
伽
経
で
は
如
何
よ
う
に
説
か
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
、

こ
れ
を
如
來

藏
随
縁
の
思
想
や
入
識

の
思
想
に
於
て
見
る
こ
ご
が
出
來

る
。
携
伽
経

に
於
け
る
入
識

の
思
想
は
経
中
最
も
難
解

な

る
も
の
ビ
せ
ら
れ
、
從

つ
て
註
騨
者
の
見
解
も

一
様
で
な
い
、
然
し
そ
れ
ら
は
決
し
て
唯
識
的
に
解

さ
れ
て
は
な
ら

な
い
、
携
伽
経

の
根
本
的
立
場
か
ら
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ご
思

ふ
。

先

づ

(
註
滑
七
)
如
來
藏
随
縁
の
思
想
か
ら
考
察
し
て
見
よ
う
o
携
伽
経
で
は
、
・如
來
藏
は
善
不
善

の
因

ご
な
り
、

(衆
生
依
二如
來
藏
一故
五
造
生
死
、
+
巻
五
王
九
頁
)
無
始
虚
儒
悪
習
の
爲
め
に
薫
ぜ
ら
れ
て
、
七
識
無
明
住
地
を
生
じ
、

海
浪
の
如
し
ご
説
く

(七
巷
、

六
一
九
、
四
谷
、
五
一
〇
、
趣
意
)
、
そ
の
薫

せ
ら
れ
る
位
を
藏
識

(四
巷
で
は
、あ
場
合
識
藏
マ鬼

な
つ
て
ゐ
ろ
、
+
巷
で
は
藏
識
ぼ
阿
梨
耶
識
定
課
す
)

ご
名

づ
け
ら
れ
る
。
故

に
藏
識
は
如
來
藏

ご
生
滅
心

(七
韓
識
)
こ
の
和

合

の
歌
態
を
意
味
す

る
も
の
こ
解

さ
れ
や
う
。
鵡
信
論

で
云

へ
ば
、
依
如

來
藏
一故
有
覧。
滅
心
一所
レ謂
不
生
不
滅
輿
二生

滅
一和
合
非
二

非
レ
異
名
爲
二
阿
梨
耶
識
一の
阿
梨
耶
識
ご
同
じ
意
昧
を
持

つ
も
の
で
あ
ら
う
。

そ
れ
は
藏
識
は
何
れ
か

ご
云

へ
ば
、
生
滅
心

紅
働
き
か
け
て
ゐ
る
意
識
状
態
で
あ
る
、
然
し
必
す
そ
の
中

に
如
來
藏
を
要
請
し
て
ゐ
る
、

つ

ま

り
藏
識

ビ
は
如
楽
藏
を
負
う
て
生
滅
心
に
働
く
心
理
活
動
で
あ
る
ご
云

ふ
こ
ご
が
出
來
よ
う
o

こ
の
如
來
藏
ご
生
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ぶ

　

滅
心

(七
韓
識
)
巴
の
不

一
不
異

な
る
關
係
を
構
伽
経
は
、

(
一
)
、
轄
識
藏
識
眞
相
。
若
異

者
藏
識
非
レ因
。

(
二
)
若
不

難

。
難

嬢

.畿

亦
陣
蔽

量

樵
寛
不
滅
・
是
葵

蕊
・
幽
量

翫
識
残

繋

臨

・
嘗

籍

響

・

え

む

え
　

　

の

　

ち

藏

識
則
滅
。
大
慧
(註
瀞
入
)藏
識
滅
者
不
レ異
コ外
道
膨
見
論
義
一(四
谷
四
入
三
頁
)
ご
説
ぐ

の
で
あ
る
。
(
一
)
は
如
來
藏

の
随

縁
を
、
(
二
)
は
そ

の
不
凝
を
意
昧
し
、
又
外
造

の
常
過

に
も
断
過

に
も
堕
せ
ざ
る
こ
ε
を
謹
し

て
ゐ
る
。
又
他

の
所

に
於
て
、
謁
如
來
鵬
名
識

識
與
毛
識

倶
聾

(七
巻
六
ご
O
)
芸

ひ
・
叉
は
、
如
義

多
墓

興
鴇

封

生
婆

七

せ
ぶ

　
　

　

　

　

巻
六
一二
)
ε
云
ふ
の
は
、
そ
の
不
異
な
る
嗣
係
を
云
ふ
、
又
、
菩
薩
摩
詞
薩
欲
μ得
騰

進
一。
鷹
レ
澤
一一
如
來
藏

藏
識
之

　

　

　
　
ぶ

　
り
　

　

　

　

名
一。
若
無
下如
來
藏

名
二藏
識
一者
轟期
無
=生
滅
o

ε
説
く

の
は

そ
の
不

一
(如
來
藏
ご
七
轄
識
)
な
る
嗣
係
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
但
し
こ

、
で
云

ふ
藏
識
は
、
生
滅

心
を
そ
の
表
面

に
出
し
て
云
ふ
の
で
あ
り
、
前

の

藏
識
滅
者
不
レ異
二外

道
断
見
論
嚢

ご
云
ふ
時

の
藏
識
は
、
如
來
義
を
そ

の
表
面
に
出
し
て
云
ふ
も
の
ご
解
す

べ
き
も
の
ピ
思
ふ
Q
然
し
軍

に
生
滅
心
ご
云

つ
て
も
孤
立
的
に
存
在
す

る
の
で
な
く
、
必
す
其
中

に
如
來
藏

が
要
講

さ
れ

て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　

こ

い
。
生
滅
心
は
必
す
依
　如
來
藏
一あ

る
の
で
あ

る
。
如
來
藏
を
要
講
す

る
ビ
云
つ
て
も
、
生
滅
心
の
中

に
實
膿

こ
し
て

存
在
す
る
ε
云

ふ
如
き
意
味

で
は
な

い
。
又
如
來
藏
…ご
云

つ
て
も
必
す
生
滅
心
を
豫
想
す
る
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

若
し
如
來
藏

が
生
滅
の
諸
法
に
随
縁
せ
な
い
な
ら
ば
、
凝
然
常
に
堕
す
る
か
ら

で
あ
る
。
然
し
如
來
藏
が
生
冤

の
諸
法
に
随
縁
す

る
時
、
そ
れ
膚
身
本
質

的
に
持

つ
不
生
滅
心
を
失

は
ば
こ
れ
断
室

に
堕
す

る
。
不
生
滅
心
を
、
即

ち
如
來
藏
を
失
は
な

い
が
故

に
よ
く
生
冤
に
随

ふ
の
で
あ
る
Q
如
來
藏

ご
生
滅
心
ご
が
和
合
す

る
と
云
つ
て
も
職
別

穗
纒

に
於
け
ろ
轟

璽
智
の
境
界
に
麓
い
て

(
霊

)
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樗
伽
経
に
於
け
ろ
自
蝿
聖
智
の
境
界
に
就
い
て

ヘ
一
六
)

に
生
滅
心
な
る
も
の
が
あ

つ
て
如
來
藏

ご
和
合
す

る
ご
云
ふ
如
き
意
味

で
は
な
い
。
あ

る
も
の
は
、
唯
眞

に

}
な
る

も
の
で
あ
る
。
和
合
す

る
ご
は
眞

に

一
な

る
も
の
、
働
き
を
意
味
す

る
。
法
藏
は
(註
骨
九
)起
信
論
義
記

に
於
て
、
不

生
滅
心
と
生
滅
心
こ
の
不

一
不
異
な
る
關
係
を
鐸
す

る

中

に
於
て
、
十
巷
榜
伽
経
の
、
如
來
藏
不
レ在
向

梨
耶
識

(藏

　

こ

　

識
存
意
味
す
)
中
一。
是
故
七
種
識
有
レ生
有
レ滅
。
如
來
藏

不
生
不
滅
。

(+
雀
五
垂
ハ
)
の
文
を
引
用
し
て
、
こ
れ
は
如
來
藏

ご
七
轄
識
ご
の
不

一
の
關
係
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
ご
云
ひ
、
然
し
そ
れ
は
和
合

(如
來
藏

ご
七
轄
識
)
せ
な

い
ご
云

ふ
意
味

で
な
い
ご
論
じ
、
此

の
中

の
如
來
藏
不
生
滅

は
七
識
生
滅

に
即
す

る
の
不
生
滅
で
あ
り
、
又
七
識
生
滅

ご
は

如
來
藏
不
生
滅

に
帥
す

る
の
生
滅
で
あ
る
ご
鐸
し
て
ゐ
る
。
不

一
の
中

に
不
異
を
豫
想
し
、
不
異
の
中

に
不

一
を
豫

想
す

る
。
生
死

の
諸
法
を
悉
く
如
來
藏

に
包
蟻
す

る
時
、

(法
藏

の
所
謂
末
を
撮
し

て
本
に
蹄
す

る
こ
ご
)
}
切
が
悉

く
眞

こ
な
る
の
で
あ

る
。
生
死
即
浬
盤

で
あ

る
。
又
如
來
藏
を
生
死
の
諸
法
に
包
撮
す
る
時

一
切

は
悉
く
妄

こ
な
る

の
で
あ
る
、
(法
藏

の
所
謂
本
を
撮
し

て
末

に
蹄
す

る
ご
は
こ
の
意
昧

で
あ

る
)
渥
契
帥
生
死
で
あ
る
。
こ
れ
如
來
藏

が

生
死
の
諸
縁

に
随

ふ
の
で
あ
る
。
眞
ご
妄
ご
が
交
徹
す

る
ご
か
相
師
す

る
ご
か
云

ふ
の
は

こ
の
意
味

で
あ

る
。
實
在

す

る
も
の
は
眞
に

一
な
る
も
の
の
み
で
あ
る
。
眞
ご
妄

こ
の
二
禮
あ

る
の
で
は
な
い
。
唯
眞
に

一
な
る
も
の
、
あ
り

よ
う

に
依

つ
て
或
は
働
き
方

に
依

つ
て
種
々
な
る
世
界
が
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
故
眞
に

一
な
る
も
の
が
働
く

爲
め
に
は
、
眞
は
妄
に
帥
し
、
妄
は
眞
に
帥
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
慧
遠
は
(
註
四
+
)大
乗
義
章
入
識
我

に
於

て
、
唯
眞
の
み
に
し
て
は
諸
法
を
生
せ
す
、
又
軍

に
妄
の
み
に
し
て
は
諸
法
成
ら
す
ご
論
じ
、
そ
の
然

る
所
以
を
説
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い
て
、
唯

妄
無
レ眞

妄
膿

不
レ立
。
故

亦
無

レ作
(中
略
)眞
妄

相
依
造
昌作

】
切

諸

法
一。

ご
論

じ
、
又

法
藏

も
義

記

に
(註
四

一
)

　ゆ

り

論
云
唯
眞
不
レ生
。
軍

妄
不
レ成
。
翼
妄
和
合
方
有
所

爲
一。
此
則
本
末
錯
融
際
限
不
レ分
。

ご
云

つ
て
ゐ
る
。

右

の
如
き

相
依
關
係
は
叉
入
識
論

に
於
て
も

見

る
こ
ご
が

出
來

る
。
娚
伽
経
で
は

全
意
識
禮
系

(入
識
)
を
現
識

(囚
身
鑑
く
茜
鼠
塁
)
ε
分
別
事
識
(<
9
ω9
嘆
9
昏
貯
巴
冨
蕊
巳
β
帥
)
ご
に
二
分
す

る
、
但

し

四
憲
桝
伽
経
で
は
こ
れ
に
更

に
眞
識
を
加

へ
て
三
ご
す
る
。

現
識
は
入
識
染
分

(藏
識
)
を
、
眞
識
は
入
識
浮
分

(如
來
藏
)
を
意
昧
す

る
。
然
し
、
現

識
や
分

別
事
識
ε
云

つ
て
も
必
す
其
の
中

に
如
來
藏

が
要
請
さ
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
註
解
」
で
は
(註
四
二
)

　

　

え
　

　

　
そ

　

　
　

そ

　

　
　

　

　

え

　

眞
識
帥
如
來
藏
。
現
識
帥
如
來
藏
所
レ轄
亦
名
盤識
藏
噛。
名

轄
而
膿
不
レ韓
(中
略
)会
王

眞
識
現
識
一爲
昌
一
藏
識

。
ε
云

つ

て
ゐ
る
。
分
別
事
識
は
籐
七
識
を
意
昧
す

る
。
法
藏
は
義
記
に
於
て
、
こ
の
現
識
を
起
信
論
の
三
細
中

の
現
相
ε
見

、

又
分
別
事
識
を
六
塵

ε
見
て
ゐ
る
。
次
に
こ
の
現
識
を
起
信
論
に
論
す

る
現
識

ご
比
較
す

る
ご
、
起
信
論

で
は
、
現

じ

り

識
ご
は
、
所
謂
能
現
二

切
境
界
一猶
如
呈明
鏡
現
呂於
色
像
一Q
現
識
亦
爾
。

随
工其
五
塵
一封
至
帥
現
無
レ有
前

後
幅以
二
一
切

時
任
運
而
起
常
在
ジ
前
故
。
と
説
く
。
樗
伽
経
で
は
、
大
慧
。
如
三明
鏡
中
現
昌諸
色
像
一。
現
識
亦
爾
。
(七
巻
五
九
三
頁
)
ご

説
く
の
で
あ

る
。

こ
れ
に
依

つ
て
見
て
も
爾
者
意
味
を
同
じ
く
す

る
。
然
も
起
信
論
で
は
現
識
は
三
細
中

の
境
界
相

　

　

(現
相
)
ε
同
じ
意
昧
を
有
す

る
。
「
義
記
」
で
は
、

こ
れ
ら
の
現
識
を
(註
四
三
)、
「
此
等
並
約
禾

識
現
相
義
読

。」

ご
羅

し
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
叉

こ
の
現
識
は
境
界

(≦
。。審
誘
)
を
意
昧
す

る
、
帥
ち
現
識

は
分
別
事
識

の
論
理
的
基
礎
ご
な
る

も
の
で
あ

る
、
帥
ち
分
別
事
識
は
現
識

(分
別
事
識

か
ら
云

へ
ば
境
界
)
を
因
ε
し
て
起

る
の
で
あ
る
。

樗
伽
経
に
於
け
る
自
覧
聖
智
の
境
界
に
就
い
て

(
一
七
)
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穆
伽
謹
に
於
け
ろ
自
蝿
聖
智
の
境
界
に
就
い
て

(
天

)

現
識
は
何
に
因
つ
て
起
る
か
ご
云
へ
ば
、
覇

及
び
不
思
議
愛
を
因
こ
な
し
、
分
別
事
識
は
劉

及
び

無
始
戯
論
習
を
そ

の
因
ご
な
す

ご
せ
ら
れ
る
Q
法
藏

は
(註
四
四
)
起
信
論
義
記
中
、
榜
伽

の
こ
の
黒
凝
を
説
明
し
て
、

「
不
思
議
露
ご
は
無
明
が
眞
如
を
蕪
す
る
こ
ε
を
意
味
し
、
薫
す

べ
か
ら
ざ

る
に
而
も
能
く
薫
す
る
故

に
不
思
議
蕪

ご
呼
ぷ
」
ご
云
ひ
、
叉
不
薫
の
重
…ご
も
呼
び
、
不
思
議
痩
ご
は
、
無
明
の
蕪
を
受
け
る
眞
如
の
妙
用
で
あ

つ
て
、
慶
異

す

べ
か
ら
ざ

る
に
而
も
能
く
墾
異
す
、
故

に
こ
れ
を
不
攣
の
墾
ご
呼
ん
で
ゐ
る
。
故

に
こ
の
解
鐸
か
ら
す
れ
ば
、
携

伽

の
現
識
の
因
に
は
眞
如
を
薫
す
る
無

明
ご
、
そ
の
無
明
の
薫
を
受
け
る
眞
如

こ
の
二
を
含
む
も
の
こ
見
ら
れ
る
で

あ
ら
う
。
然
し
て
叉
「
義
記
」
で
は
、
然
此
蕪
愛
甚
微
且
隙
故
所
レ起
現
識
行
相
微
細
。
於
レ中
亦
有
鴇轄
識
業
識
一。
塞
ゾ
麓

兼
レ細
。
故
但
名
コ現
識
一郎
是
不
相
慮
也
。

ご
云

つ
て
、
榜
伽
の
現
識
の
中

に

原
理
起
信
論
の
轄
識
業
識
を
含

め
て
ゐ

る
。
然
し
現
識
の
中

に
同
時

に
眞
識

(如
來
藏
)
が
要
請
さ
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

分
別
事
識
の
因
た
る
分
別
境
界
(四
巻
で
は
取
種
々
塵
)
は
、

明
ら
か
に
現
識
所
現
の
境
界
を
意
味
す

る
、

こ
の
境
界

が

實

に
封
立
的
意
識

の
原
理
こ
な
る
も
の
で
あ

る
。

こ
れ
が
能
く
頼
耶
心
海
を
動
か
し
、
諸

々
の
意
識

の
波
浪
を
生
起

せ
し
む
る
の
で
あ

る
。
又
分
別
事
識
の
因
元
る
無
始
戯
論
習
氣

(無
始
妄
想
薫
)
ご
は
、
實

に
又
現
識
の
因
な
る
も
の
で

　

　

は
な

い
か
、
實

起
経
肖
身
が
、
此

二
識
無
二異
相
一立
爲
レ因
(七
谷
)
(此

二
壊

不
壊
相
展
輻
因

、四
巷
)
ご
説

い
て
ゐ
る
や
う

に
、
こ
の
現
識

ご
分
別
事
識
ご
は
相
依
相
關

の
關
係
に
在
る
も
の
な
る
こ
ご
は
明
ら
か
で
あ

る
。

此
の
相
依

の
關
係
は
、
又
大
慧

が
佛

に
封
し
て
、
佛
が
渥
繋
ご
は
意
識
の
滅

な
り
ご
説

い
た
時
、
そ
れ
で
は
七
識

96



は
滅

せ
な

い
の
で
あ
る
か
ご
云

ふ
問

に
答

へ
て
、

　
　

　

え
　

　

こ

り
の
む
よ
　

　

　

　
の　

　
え
　

　

り

え
　

え

(
一
)
大
慧
。
以
冒彼
爲
二因
及
所
線
一故
。
七
識
得
レ生
。
大
慧
。

意
識
分
別

境
界
一起
二執
着
一時
。
.
生
=諸
習
氣
一長
昌養
藏

　

　

こ

　

　

　
ず

識
一。
因
レ是
意
倶
我

々
所
郵

o
思
量
随
轄
。
無
鱒別

.
騰
相
一。

　

　

　

え

　

こ

　ひ

　
　

　

こ

　

　
　　

　

　

　

　

　　

こ

(二
)

藏
識
爲
因

爲
=所
縁
一故
。
執
昌着
自
心
所
現
境
界
一。
心
聚
生
起
。
展
轄
爲
レ因
。
(生
昌種

々
心
一猶
如
二束
竹
迭
共

爲
ジ
因
、+
巻
五
三
八
)

バ

シ

ノ

ノ

.

ノ

キ

モ

ノ

義

ス

ル

モ

ス

(三
)

大
慧
。
書
如
　海
浪
一自
心
所
現
境
界
風
吹
而
有
昌起
滅
一。
是
故
意
識
滅
時
。
七
識
亦
滅

。
(七
巻
六
〇
六
頁
)

(
一
)
は
意
識

(六
識
)
ご
七
識
ご
の
相
互
關
係
を
示
す
。

(
二
)
は
藏
識
ご
六
識
ご
の
關
係
を
明
か
す
。
斯
く
の
如
く
、

藏
識
心
海
を
所
依
ε
し
て
境
界

に
執
着
す

る
意
識
が
更

々
に
種

々
の
習
氣
を
生
じ
、又

こ
れ
が
藏
識
心
海
を
動
か
し
、

か
く
し
て
全
意
識
膿
系
は
倶
時
に
成
立
し
、
各

々
轄

々
し

て
互

に
因

ご
な
り
果

こ
な
る
の
で
あ

る
。

そ
れ
故
に
そ

の

中

の

一
を
取
る
も
籐
の
す

べ
て
は
こ
れ
に
倶

ふ
の
で
あ
る
。
故

に
意
識
滅
す

る
時
七
識
も
亦
滅
し
、

一
切

が
浬
薬
に

包
撮

さ
れ
る
の
で
あ

る
。
又
意
識
を
中
心
ご
す

る
時
、

一
切

が
意
識

に
倶
し
て
同
起
し
、
妄
な
る

叫
切
が
現
す
る
の

で
あ
る
。

又
諸
洗
の
生
滅

の
相
が
説
か
れ
て
ゐ
る
、
帥
ち
諸
識

に
は
、
生

(暮
℃
巴
p
)
住

(ω
珪
瓜
)
滅

(巳
8
α
冨
)
あ
り
こ
せ
ら

れ
、
そ
れ
に
、
稠
稠

(箕
9
び
碧
魯
)
の
生
・住

・滅
ご
、
柑
.(ψ舞
路
碧
α
)
の
生
・
住

・滅
あ
り
ε
説
か
れ
る
。
樗
伽
経
で
は
、

生
ε
住

ご
に
就

い
て
は
別

に
説
か
れ
て
ゐ
な

い
、
そ
の
相
綾

の
滅

ε
は
、
所
依
田

(卜
吟
曙
簿
)
及
び
所
依
縁
(と

9
§
び
碧
9
>

粉
伽
経
に
於
け
ろ
虐
贅
聖
智
の
境
界
に
獣
い
て

(
一
九
)
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樗
伽
絶
に
於
け
る
自
蝿
聖
、智
の
境
界
に
就
い
で

(
二
〇
)

の
滅

こ

せ
ら

れ

る
Q
前

者

は
無

始
以

來

の
虚

妄

の
習
な
、で
あ

り
、
後

者

は
自

心
所

現

の
分

別
境

界

で
あ

る

こ

せ
ら

れ

　

　

　

る
。

又

相

の
滅

ご
は
、

阿
梨

耶
識

を
虚

妄

に
分

別
す

る
種

々
の
習
氣

を
指

す

ご
せ

ら
れ

る
。

四
審
携

伽
で

は
、
若
覆

二

　

　

え
　
ぶ

　

　

　

　

り

　

　

彼
眞
識
一種

々
不
實
諸
虚
妄
滅

則

一
切
根
識
滅
。
大
慧
是
多

和

滅
一(四
巷
四
八
一
頁
)
ご
説
か
れ
る
。
こ
れ
に
依

っ
て
見
れ

ば
、
相
滅
の
因
ご
、
相
績
滅

の
因
こ
な
る
も

の
こ
全
く
同

一
な

る
無
始
妄
想
重
…で
あ
る
こ
ご
に
な
る
。
生
、
住

も
亦

こ
の
因
あ
る
に
依

つ
て
生
じ
、
又
住
す

る
の
で
あ
る
。
相
績

ご
は
意
識

の
間
断
な
き
活
動
性

(四
巻
で
に
流
注
定
謬
す
)
で

　
　
げ

　

　
　

あ
り
、
相

ご
は
そ
の
表
面

に
顯
れ
た
意
識
で
あ
る
。
「
義
記
」
で
は
、
(註
四
五
)起
信
論
の
、
分
=別
生
滅
相
一者
有
=
二
種

云
何
爲
レニ
。

一
者
麓
與
レ心
相
懸
故
。

二
者
細
輿
ソ心
不
相
慮
故
。

の
文
を

鐸
す

る
中

に
於
て
、
そ
の
不
相
懸
心
を
繹

　

　

し
、
其
燈
微
細
恒
流
不
"絶

ご
云
ひ
、
四
霧
榜
伽

の
涜
注
を
引
用
し
、
経
中
説
爲
二流
注
生
住
滅
一ε
云
ひ
、
経
中

名
を

出
し
て
別

に
相
の
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
説
か
な

い
が
、
今

こ
の
論
主
は
、
相
慮
不
相
慮

の
義
に
約
し

て
そ
の

二
種
の
麓
細
の
心

の
生
滅
の
相
を
顯
す

る
ご
繹
し
て
ゐ

る
。

こ
れ
を
起
信
論
的

に
云

へ
ば
、
粕
績
は
三
細

に
當

り
、

相
は
六
麓
に
該
當
す

る
も
の
こ
見
ら
れ
や
う
、
從

っ
て
又
、
相
績

ご
相
ご
は
、
前

の
現
識

ご
分

別
事
識
ご
、
そ
の
意

昧
内
容
に
於
て
同
じ
で
あ
る
ビ
思
ふ
。
相
績

ご
相

ビ
は
同
時

に
存
在
し
、
相
績

の
生
す

る
時
倶
に
相
は
生
す
る
の
で

あ
る
。
然
も
相
績

の
因

で
あ

る
所
依
因

(無
始
以
來
の
虚
妄
の
習
氣
)
及
び
、
所
依
縁
(分
別
境
界
)
は
又
、
現
識

の
因

で
も
あ
り
、
分

別
事
識

の
因

で
も
あ
る
。

そ
れ
故

に
、
三
細
六
麓

の
如
き
も
娚
伽
経
的

に
云

へ
ば
、
諸

法
展
開

の
形

式

で
な
く
諸
法
の
相
依
關
係
の
形
式

で
あ

る
。
そ
れ
で
は

こ
の
事
は
何
を
意
味
す

る
か
、
帥
ち
三
細
六
麓
が
如
來
藏
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か
ら
登
生
す

る
ご
云
ふ
の
で
な
く
、
如
家
藏
が
境
界

(虚
妄
習
氣
)
に
随
縁
す

乃
時

一
切

が
三
細
六
麓

ビ
な
る
の
で
あ

る
、
即
ち
妄

な
る
全
禮
が
顯
現
す

る
の
で
あ

る
、
又
如
來
藏

が
境
界
を
蕪
習
す

る
時
、
帥
ち
三
細
六
麓
の

一
切
を
包

撰
す

る
時
翼

な
る

一
切
が
現
は
れ

る
の
で
あ

る
。
如
來
藏

が
三
細
六
麓

の
諸
法
に
時
間
的
に
先
在
す

る
の
で
な
い
。

　
　

こ

三
細

六
髭
の
諸
法
は
必
す
依
管如
來
藏
一存
在
す
る
の
で
あ
る
。
眞
に
實
在
す

る
も
の
は
境
界

(αq
O
O9
同9
)
あ
る
の
み
で

あ

る
。

こ
の
境
界
が
如
來
藏

の
不
生
滅
心
ご
三
細
六
麓
の
生
死

の

】
切
法
こ
の
、
帥
ち
眞

ご
妄

ご
の
二
方
面
を
同
時

に
倶
有
す

る
の
で
あ

る
。
そ

の
二
方
面
が
相
帥
交
徹
す

る
が
故
に
、
よ
く
働
き
が
あ

る
の
で
あ
り
、
然
も
こ
の
働
き

に
は

二
相
は
な
い
の
で
あ

る
。

一
切
諸
法
を
外

に
し
て
は
如
來
藏

は
な
く
、
如
來
藏
を
外

に
し
て
は

一
切
諸
法
は
な

い
の
で
あ
る
Q

五

斯
く

の
如
く
に
、

榜
伽
経
は
如
來
藏

ご

生
死
の
諸
法
ご
の
關
係
を

説
く
の
で
あ

る
が
、

そ

の
重
要
性
を
持

つ
も

の
は
入
識
無
相
の
思
想
で
あ

る
。
帥
ち
大
慧
が
佛

に
藏
識
海
浪
法
身
の
境
界
を
説
き
給

ヘ
ビ
の
閥
に
答

へ
る
中
、
不

壌
粕
有
レ八
。
無
粕
亦
無
相
。

ざ
説
く
の
で
あ
る
。
虎
關
飾
錬

灘
師
は
こ
れ
に
蜘
し
て
、
「
不
竣
入
相
は
こ
の
経
の
旨

趣
、
敢

に
諸
名
相
皆
是
實
相
、
三
細
六
麓
全
腔
眞
識
」
(註
四
六
)
ご
云
ひ
、
又
そ
の
場
所

に
於
て
、
「
諸
識
各
輻
業
眞
相

を
呉
す
(註
四
七
)、
或
は
凡
、
或
は
聖
、
本
間
隔
な
し
、
若
し
六
識

に
於
て
能
く
翼

相
を
見
ば
、
凡
に
郎
し
て
而
も
佛
、

若
し
入
識

に
於
て
亦
轄
相
を
見
ば
、
佛

に
帥
し
て
葡
も
凡
、
凡
聖
融
會
、
翼
妄
合
同
、

凡
何
を
か
厭
は
ん
や
、
佛
何

甥
伽
経
に
於
け
る
爵
鷹
麹
智
め
境
界
に
就
P
て

(
一二
)
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拐
伽
維
に
於
け
る
自
聾
聖
智
の
境
界
に
就
い
て

(
こ
ご
)

を

か
求

め
ん
や
、
只
是

の
業
相
自
ら
上
下
を
作
す
、
帥
ち
是
の
業
相
亦
浮
亦
染
、
染
浮
不

二
、
尚
何
を
か
言
は
ん
や
、

智
箋
法
界

な
り
。
問

ふ
、
そ
の
義
如
何
。
答
ふ
、諸
識
総
じ
て
二
種
三
相
あ
り
、
猶
法
界
渾
之
智

の
如
し
L

ビ
説

き
、

叉
法
藏

は
華
嚴
探
立
記

に
於
て
十
重
唯
識
を
辮
す

る
中
、
そ
の
第
七

に
、
掻
レ相
蹄
レ性
故
説
二唯
識
一。
謂
此
入
識
皆
無
=

自
膿
一。
是
如
來
藏
李
等
顯
現
。
鯨
相
皆
盤
。
経
云

一
切
衆
生
即
浬
磐
相
。
不
二復
更
滅
一等
。
桝
伽
経
云
不
壊
相
有
λ

。

無
相
亦
無
相
」。

ご
論
じ
、
(註
四
入
)又
入
娚
伽
心
玄
義

に
於

て
は
、
如
二虚
波
掩
レ水
成
一。
水
徹
二於
波
相
一則
無
工波
而
非
ジ

水

、
成
波
及
名
水
。
則
波
徹
二於
水
膿
一。

無
二水
而
無
一レ波
。
動
静
交
徹
二
諦
蔓
立
ご
云
ひ
(註
四
九
)、
又
、
帥
レ眞
即
レ俗
、

帥
レ違
帥
順

。
帥
晟

郎
レ壌
。
圓
融
自
在
同
時
倶
現
。

聖
智
所
照
無
擬
頓
見
。
是
謂
二二
諦
甚
深
之
相
噌。
経
意
在
レ此
。

(註
五
+
)
ご
鐸
し
て
ゐ
る
如
き
、
能
く
如
來
藏

の
妙
用
を
現
し
て
ゐ
る
。
斯
く
の
如

き
こ
ご
が
宿
命
的
や
機
械
論
的
に

解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
唯
謹
法

に
萬
法
あ
ら
し

め
、
出
路
に

一
如
を
行
す

る
の
で
あ
る
。

註 註 註 註 註
置 四 三 ニ ー

「
註
解
し
大
正
藏
経

三
九
巷
、

三
四

三
頁
。

「
論
疏
折

衷
」
日
本
大
藏

経
、
方
等
部
章
疏

三
、
五
頁
。

「
佛
語
心
論
」
同
、

三
〇

大
正
藏
経
、
三
九
巷
、
四

二
入
頁
Q

日
本
大
藏

経
、
方
等
部
四
、

一
〇
入
頁
Q

入
桝
伽
心
玄
義
菓
要
紗
に
に
、
各
註
繹
者

の
見
解
た
あ
げ
て

ゐ
ろ
。

帥
ち
、

以
二
五
法
等

一爲

レ
言
。
(
李
通
言
)

以
=實

相
佛

心
自
蝿
聖

智
一爲
レ
宗
o
(
智
蝿
延
壽
)
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以
レ
了
=
妄
無
性
一爲
レ
宗
o
(
柏
庭
ゐ
善

児
)

以
二
唯
心
直
遽
自
蝿

智
一爲
レ
宗
(
智
旭
)
等
為

あ
げ
て

ゐ
ろ
o

註
六

「
大
粟
綱
目
覧
帳

」
ビ
呼

ん
だ

の
に
鈴
木
大
拙
先
生
で
あ
る
、
「
宗
教
研
究
」
五

ノ
六
樗
伽
経
研
究
雑

記
。
(
二
〇
頁
)

註
七

七
巻

樗
伽
経
、
大
正
藏

経
十

六
、
五
八
七
頁
。
(
十
巻
拐
伽

同
、
五

一
四
ー
五

一
五
)

・

註
八

同
、
四
八
〇
頁
o

百
入

の
問
の
中
に
に
、
藤
樹
等
の
行
列
に
誰
が
よ
く
こ
れ
た
作

る
ミ
か
、
天
衆
に
幾
種
の
別
が

あ
る
か

ミ
か
、
叉
日
児
星
宿

ε
は
何
で
あ

る
か

ミ
か
、
伽
陀

や
長
行

に
幾
種
あ
る
か
定
云
ふ
如
き
問
偶
が
あ

ろ
が
、

そ
れ
が
自
畳
聖
智
の
境
界

ぜ
如
何
よ
う
に
關
係
す

る
の
か
、
経
で
に
何

ら
明
ら
か
に
さ
れ

て
ゐ
な

い
、
佛
は
百
八

の
問
に
封
し
て
悉
く
答

へ
る
の
で
な
く
、
そ
の
中
の
あ

る
も

の
に
就

い
て
特

に
答

へ
る
の
で
あ

ろ
。

註
九

鈴

木
大
拙
先
生
、
日
冨

国
9・・庁。暮

b⇔
鼠
鼻
韓
(
昭
和

三
年
七
月
獲
行
)
二
〇
四
頁
、
三

〇

六
頁
参
照
。

註
十

大
正
藏
経
十
六
、
四
九

二
頁
。
(
四
巻

樗
伽

経
)

註
十

閣

忽
滑

谷
氏
、
縄
學
思
想

史
(
上
)
、

三
二
八
頁
塗
照
O

註
十

二

註
大
乗
入
楊
伽
経
、
大
正
藏

経
三
九
、
四

六
〇
頁
。
佛
語
心
論

一
七

一
頁
。
(
日
本
大
藏
経
、
方
等
部

三
)

註
十
三

大
正
大
藏
経
、
四
入
四
頁
o

註
†
四

同
、
五
九
四
頁
。

註
十
五

若
修
行
者
観
一一察
謝

(
名
、
相
分
別
、
正
智
、
如

々
)
入
二
於
如
來
自
謹
境
界
一。

又
日
く
、
三
性
八
識
及
3
無
我
悉
入
二
五
法

一。
(
七
巻

楊
伽
、

山人
正
曲
漱
郷
脳、

山ハ
ニ
()
)

圓

成
自
性
謂
レ
離
一一名
相
事
想

一
切
分
別

一自
讃
聖
智
所
行
眞
如
o
此
是
圓
成
自
性
如
來
藏

心
Q
(
同
、
五
九
入
)

註
十
六

松
本

丈
三
耶
博
士
、
「
蓬
磨
」
H
四
八

及
び

三

一
四
頁
Q

註

十
七

賢
首
に
五
教
章

に
於

て
、
頓
者
言
観
頓
絶

理
性
頓
現
Q
榜
伽

云
o

頓
者
如
5鏡
中
像
頓
現
非
フ
漸
Q
此
之
謂
。
(
湯
家
先
生
、
五
教
章

講
話
、

一
五
九

)

樗
伽
経
に
於
け

ろ
自
畳
聖
智
の
境
界
に
就

い
て

(
二
三
)
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榜
伽
経

に
於
け

る
自
蝿
聖

智
の
境
界
に
就

い
て

(
二
四
)

註
†
八

四
巻
楊
伽
に
日
く
、
菩
薩
摩
訂
薩
観
昌
語
與
汐
義
非
レ
異
非
菖
不
異

一若
語
異
レ
義
者
則
不
昌
因
レ語
辮
ワ
義
而
以
レ
語
入
レ
義
如
昌
燈
照
フ色
Q
(
大

正

大
藏
経
、

五
〇
〇
)

註

†
九

占
巻
楊
伽

、
六

桶
O
頁
9
(
同

上
)

註

二
十

佛
語
心
論
、
日
本
大
藏
経
、
方
等
部

三
、

一
一
三
九
頁
Q

註

賛

胴

四
巻
榜
伽

」
大
正
藏
絶
、
四
九
四
頁
9

髄
賛
二

同
、
五
〇
二
頁
o

註
暫

三

伺
、
四
九

三
頁
9

註
廿
四

績
藏
経
、
第

二
十

五
套
、

三
二
八
買
Q

註
廿

紅

佛
語
心
論
(
一
八

二
頁
)
及
び
鈴
木
大
拙
先
生
、
団
瑞
8
旨

閑
乱
山
ぼ
湾
(
ご
〇
八
頁
)
塗

照
、

註

廿
邑
齢

七
巻
撫
脚伽
、

山ハ
一
二
百
ハO
(
大
正
藏
経
十

山ハ
)

…置
廿
七

同
、
山
ハ
〇
二
頁
o

註

廿
(

大

正
藏
経
、
三
九
巷
、
四

二
九
頁
9

註

一廿
晶
凸

同
、
五

一
ご
頁
(
四
盟巷
と
血
山ハ
○
百
ハ(
十
巻
)
山ハ
ご

一
頁

(
七
巻
)
塗
照
O

註
三
十

大

正
大
藏

経
、
四
四
巻
、

一
入
七
頁
。

註

冊

隔

世
尊
修
多
羅
観
下
如
來
藏
自
性
清
浄
。
韓

ち
一十

二
相

一入
呂
於

一
切
衆
生
男
中
一
如
=大
曾
費
垢
衣
在
所
7
纒
Q

如
來
之
藏
常
佳
不
愛

)
亦

復

如
レ
是
。

而
陰
界
入
垢
衣
所
レ纒

)
貧
欲
悪
凝
不
實
妄
想
塵
所
レ
汚
。

一
切
諸
佛
所
中演
説
㌔

云
何
世
尊
o

同
旨
外
道
観
フ
我
o

言
レ
有
嵩
如
來

藏

一耶
。
(
四
巻

、
四
入
九
頁
)
。

`

註
僻
肥
剛

大

一正
大
湘賊
燃
腿
、
三

}
巷
、
七
九
山ハ
胃
ハO

駐
珊
三

輝
學
大

系
、
経
論
部
、

三
三
二
頁
o

駐
滑
四

大

正
大
藏
経
、
十

ご
巻
、
五

二
四
買
Q
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^

誌
瀞

=凸

同
、
ご
一
二
、

五
⊥
U
山ハ
百
ハO

註
辮
六

三
界
唯
心
定
か
、

叉
十
地
経

の
、
三
界
虚
〒妄
。
唯
是

一
心
作
o

電
曇
ふ
揚
合
、
唯
心
叉
に

鋪
心
た
唯
識
の
燗
調
(<
導
類
蜜
ヨ
理
影
)
定
同
義

語

定
解
す

べ
き
で
に
な

い
。
嘔
識
宗
で
に
、

三
界
唯

心
た
三
界
唯
識

ぜ
言
び
換

ふ
る
が
、
唾
識
宗
で

言
ふ
唯
識
に
事

心
で
あ

つ
て
理
心
亡

匠
別
さ
れ
、
事

心
に
有
漏
識
で
あ
リ
、
理
心
定
の
相
即
交
徹

ほ
緬
封
に
許

さ
れ
な

い
o

唯
心
た
第

一
義
心

ぜ
解
す

る
が
華
嚴
の
立

場

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
o

.

或
依

昌有
漏

凶以
呼
=
唯
識

一華
嚴
経
説
ち

一界
唾
心

一就

=於
世
界

翫
訊
二
唯
識

一故
嫡

法
苑
義
林
章
、
大
正
藏
経
、
四
五
、

二
五
九

頁
o

正
同
一一華
嚴
経

三
界
唯

心
説

一亦
同
三
申
邊

論
云
ヨ
虚
妄
分
別
=
冒
一一三
界
唯
心
一
云
嚇一妄

分
別
一皆
聾

昌有
漏

心
一義
故
也
Q

雌
即
凡
夫

白
観
=
自

心

一蓮
至
二蝿

位
輔之
要
術
也
o

(
覧
夢
抄
、
日
本
大
藏
経
、
方
等
部

二
、
四
五
頁
)

註
滑
七

法
藏
…に
起
信
論
義
記

の
序
文
に
於

て
、
榜
伽
起
信
、
密
嚴
、
寳

性
論
為
如
來
藏
…線
起
宗
ヒ
し
て

ゐ
る
、

而
し
て
そ

の
所
以

た
論
じ
て
、

理

事
融
通
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